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1は じ め に

イギ リスの羊毛 ・毛織物工業の研究につい

ては,角 山栄 『イギ リス毛織物工業史』(ミネ

ル ヴァ書房,1960年),船 山栄一rイ ギ リスに

おける経済構成の転換』(未来社,1967年)等

の代表的な研究を始め,幾 多の労作がある.

全般的な毛織物業の技術史的変革は ともか く

として,厳 密にいえば,従 来の研究は全てイ

ソグラソ ドの羊毛 ・毛織物工業史に集中 して

お り,連 合王国(UnitedKingdom)の 一方

であるスコットラン ドの羊毛 ・毛織物につい

ては全 く触れ られていない現状である.

私が本稿でスコットラン ドの羊毛 ・毛織物

工業を扱 う意図は,1707年 のイソグラソ ドと

の合併後,ス コッ トラン ド工業化過程におけ

る繊維(毛 織物,亜 麻,木 綿)工 業の果 した

役割を究明す る第一段階 としてである.ま た

現代的な関心か らみれば,有 名な 「スコヅ ト

ラン ドのツイー ド織」工業の成立 ・発展につ

いて も興味のあるところである.

勿論,イ ギ リス資本主義の主導した世界資

本主義確立の原動力が木綿工業にあったのは

事実である.そ してス コ.yト ラン ド繊維工業

史研究の 目的は,こ のイギ リス木綿工業にお

けるスコットラソド木綿工業が どのような位

置にあったのか,ま たスコットランド地域内

での他の繊維工業 とどのように関連 していた

のかの究明にある.し か しイ ングラン ド社会

経済史研究 とは異な り.ス コットラソドのそ

れは資料に も乏 しく木開拓な分野 のゆ}に,

自つか ら諸繊維工業を研究 しなければならな

いとい う難題が横たわ っている.

本稿では,イ ソグラン ドの初期資本主義の

代表的工業である羊毛 ・毛織物工業 との比較

の観点 も入れ,合 併前後か ら19世紀後半の輝

く繁栄に至 るまでのスコットラン ドの羊毛 ・

毛織物工業を中心に,ス コッ トラン ド社会経

済史を究明してゆきたい.
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II 合併前夜の毛織物工業

季刊 創 価

ス コ ッ トラ ソ ドのジ ェー ムス6世 は,1603

年 の エ リザベ ス女 王 の死後,王 位 を継承 して

イギ リス王 に即 位 した.こ の合 併は,「 王冠 の

結 合」 と呼ぼ れたが,イ ソグラ ン ドとス コ ッ

トラソ ドは社会 経済 の点 では未 だ異国 の状態

にあ った ので あ る.

当時 のイ ン グラソ ドは,高 度 な熟 練労働 者

の集 中的雇 用 と発 展 した商 ・工業組 織 に よ り

羊毛 加工業 に成 功 していた.1)そ して羊毛 ・毛

織物 生産 品は,イ ソ グラソ ドの ヨー ロ ッパ貿

易 の約80%を 占め ていた.

一 方 ス コ ッ トラ ン ドで は
,後 進 国経済 を反

映 して毛織 物工 業 も充 分 な発 達 をみ る ことな

く,17世 紀 を通 じて も国 内需 要が供 給量 を上

廻 るこ ともな くて,第 一次産 品 の原 毛輸 出に

専業 していた.2)そ の理 由 には,羊 毛 が ス コ ッ

トラソ ドの希少 な天然 資源 であ った こ とと,

外 貨獲得 の簡 便な手段 とな りえ た か らで あ

る.そ して一方 で は原 毛 を輸 出 しなが らも,

また他方 で は高級毛織 物 に対 す る商 人 ・地主

階級 の需 要 には,イ ソ グラン ドやオ ラ ソダか

らの輸入 に よって満 して いた.3)

また17世 紀 の末 には,イ ソ グラン ドとス コ

ッ トラ ソ ドの経済 力格 差 か らの摩 擦 は激 化 し

つつ あ り,羊 毛通 商が紛争 の中心 とな った.

何 故 な らス コ ッ トラソ ドは,地 理 上か らみ て

もアイル ラソ ド,北 西 ヨー ロ ヅパ,ア メ リカ

ユ)W.E.Minchinton(ed.)TheGrowthげ

EnglishOverseasTrade,1969,p.18.

2)S.G.Lythe,EconomyofScotland1550‐

1625,Edinburgh,ユ960,PP.38,83-4.

3)T.C.Smout,TradeontheEveげUnion.

Edinburgh,1963,p.191.
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新 大陸 の諸市 場 に も近 く商 業上 の優位 に あg

た こ と,ま た 密輸業 者 がイ ングラ ン ド市場へ

入 るのに ス コ ッ トラ ソ ド経 由 を用 い ていた こ

とか らで あ る.貿 易量 に つ い て は 定 か で ば

な いが,概 数を見 る と1614年 の 羊 毛 輸 出量:

(額)は10,000ス トーン(50,000ポ ン ド)で あ

った.そ れ が1698年 に は フラ ンス 向け輸 出だ

けで も年36,000ス トー ソ(1ス トー ソは24ボ

ン ド)に 達す る.4)

それ ゆ え当然,ス コッ トラ ン ドの羊 毛輸 出

へ の干 渉 は高 まった.例 えば1616年 に,イ ソ

グラ ソ ドのマ ーチ ャソ ト ・ア ドベ ソチ ャラ ー

ズは,イ ソグラ ソ ドの羊毛 が ス コ ッ トラ ソ ド

諸 港 を経 由 して流 出 し,そ れ が海 外諸 国 の ラ

イバ ル毛 織物工 業 を助長 して い るこ とを弾劾

した.さ らに1622年,1632年 法 に よ り,イ ソ

グラ ソ ド議会 は ス コ ッ トラソ ドへ の羊 毛輸 出

を禁止 した.そ の後 何 回 とな く,禁 令 と撤廃

を繰 り返 した が,最 終的 には1699年 のイ ソ グ

ラソ ド法,1701年 のス コ ヅ トラン ド法 に よ っ

て両 国 と も羊 毛 の外 国輸 出を禁止 した,し が

しス コ ッ トラソ ド国境 を越 え るイ ソ グラ ソ ド

産 羊毛 の流 れは絶 え間 なか った.5)

無論,ス コ ッ トラ ソ ドの羊毛 ・毛織 物工業

の 中にあ って も利害 の対立 が ない訳 では なか

った.大 別 して も粗毛織 物(coarsewoollen)o

4)T.Keith,CommercialRelationsof

EnglandandScotland1663-1707,Cambridge,.

ユ910,P.2.ま た17世 紀 ス コ ッ ト ラ ソ ドの 貿 易

に つ い て は,ス コ ッ ト ラ ソ ド諸 大 学 の 共 同 研 究

の 成 果 と し てRecordsoftheHouseof

Glasgow1605-1678,1909が 発 表 さ れ て い る.

5)特 に 宗 教 改 革 の 後,羊 毛 ・毛 織 物 工 業 は 一 時

的 に 衰 退 し た が,再 び 興 隆 し た.ま た 合 併 前 夜

に な る と,ス コ ッ ト ラ ソ ドの 羊 が イ ソ グ ラ ソ ド

社 会 の 食 料 供 給 源 と な りつ つ あ っ た.食 用 羊 の

市 場 と 交 易V'つ い て は,A.R.Haldane,The

DroveRoadsofScotlandEdinburgh,ユ968、

に 詳 し い.
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生産 と高級毛織物(丘newoollen)生 産があ

る.前 者はスコッ トラン ド土着 の羊毛 と労働

を用いてお り,か な りの量を ヨーロッパ大陸,

主 してバル ト海地方諸国に,若 干を新大陸 プ

ラソテーショソへ販売 した.6)品質は劣等であ

るが,廉 価な労働力のゆえに,先 進技術 と大

企業経営のイングラソ ド毛織物工業に も対抗

できえた,後 者は商人 ・貴族需要の高級織物

を専業 とした ことか ら,劣 質のスコットラソ

ド産羊毛を使わずにイソグラソ ドやスペイソ

産の高級羊毛を用いた.

スコヅ トランド議会は,両 者の利害の対立

に対 して,重 商主義的見地か ら,雇 用機会 の

増大 と国富の増大をはかるため,羊 毛加工業

の振興を計 る製造工業規制に着手 したが,原

毛供給者か らの反対,外 貨の慢性的な不足,

関税決済の脆弱 さか ら,そ の政策 は挫折 し

た.そ れゆえ高級織物はスコットラソ ドでは

成功せず,国 内需要を越 える羊毛は輸出され

た.当 時,ス ウェーデソとフラソスは,ス コ

ットランド羊毛を輸入 して,自 国の毛織物工

業 の振興に積極策を とっていた.7)

ここでスコッ トラソ ド毛織物工業の技術導

入 の過程をのべておきたい.

1582年 に,ス コットラソ ド議会は,フ レミ

ソグ(Flemings)の 熟練工を招聰 してファス

テ ィアソ織,サ ージ織その他をスコットラソ

ド労働者に教える こ とを決定 した.し か し

1599年 に は都市(burgh)の 職工は彼 ら自身

の特権喪失を恐れて反対 し,移 入民は禁止さ

気
づ
7

6)T.C.Smout,`TheDevelopmentand

EnterpriseofGlasgow'ScottishJournal

ofPoliticalEcnomyVII(1960),p.204.

7)ス ウ ェ ー デ ソ は 自 国 の 織 物 を 犠 牲 に し て も ス

コ ッ ト ラ ン ド産 を 輸 入 し,フ ラ ン ス は 最 終 的yY

は ス コ ッ ト ラ ソ ド織 物 の 輸 入 を 禁 止 し た.T.C.

Smout,Trade(op.6鉱.,),pp.U2-235.

れ るに至 る.8)それ故,そ の大 半 は1609年),rY`.帰

国 したが,一 群 の グル ー プはエ デ ィンバ ラに

居 住 し,そ の後 の ス コ ヅ トラソ ド毛織物工 業

の発 展 に貢献 した.9)

1623年 に,製 造業 者常 設委員 会(Standing

CommitteeforManufactures)が 毛織物 製

造 増進 のた めに設 立 された.つ いで1641年,

1645年 と外 国羊 毛や 油 ・染色 原料 の 自由な輸

入 を認 め る法案 を可 決 し,高 級織物 業 を促進

し,熟 練 労働者 ・資本 不足 に対応 させ よ うと

した.そ のため,熟 練 工 には兵役 義務 を免除

して いた.

王 政復 古(Restoration)の 後,1661年 法は

1641年 法 を再立法 化 し,外 国人熟練 工 の帰 化

を認 可 した.か くして プ ロテス タ ソ ト系 の ヨ

ー ロ ヅパ大 陸 の熟 練工 が ス コ ッ トラン ドに移

住 して きた10)ま た毛 織物業 企業 に法人格 を

付与 して11)市 場 で の 独 占的販 売権 を 認可 し

た.1681年 の毛織 物製 造 ・貿 易促進 法 では,自

8)1.F.Grant,SocialandEconomicDω θZψ.

mentofScotlandbefore1603,Edinburgh,

x930,p.464ff.

9)彼 ら は エ デ ィ ソ バ ラ の キ ャ ノ γ ゲ イ ト(Ca-

nongate)地 区 に 住 み 「そ の 国 の 人 々 に 技 術 と

知 識 を 与 え た 」CI温ordGulvin,TheTweed-

makers,AHistoryoftheScottishFancy

WoollenIndustry1600-1914,NewYork,pp.

22-23.以 下 の 行 論 は 本 書 に 負 う と こ ろ 大 で あ

る.

ユ0)ス コ ヅ トラ ソ ド の 宗 教 改 革 に つ い て は,G.

Donaldson,TheScottishReformation1560,

Cambridge,1960.の 他,拙 評 「海 を 渡 っ た ス コ

ヅ ト ラ ソ ド人 」(『創 価 経 済 論 集 』2巻2号 所 収,

1972年)の92頁 「ス コ ッ ト ラ ソ ド教 会 の 諸 分 裂

と 再 結 合 」 の 表 を 参 照 さ れ た い ・

ユ1)ス コ ッ トラ ン 議 会 は,合 本 資 本 会 社(joint-

stackcomPany)の 設 立 を 奨 励 し た .ス コ ッ ト

ラ ソ ド商 法 は,イ ソ グ ラ ン ド法 と 異 な り有 限 責

任 制 に よ る 企 業 設 立 は 比 較 的 自 由 で あ っ た.

ArchibaldJ.Wolfe,CommercialLawsof

England,Scotland,GermanyandFrance,

SpecialAgentSeriesNo.97Departmentof

CommenceWashington,1915,pp.1$-23.
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国織 物 の促進 のため に高級毛 織物 の輸入 を禁

止 し,ま た 原材料 輸入を 免税 とした.こ の法令

の もとで ・・デ ィソグ トソ(Haddington)に 毛

織物製 造工場 が設立 され た.つ い で1683年 に

は エデ ィンバ ラ とグラス ゴウに2工 場,名 誉

革 命後 には グラス ゴウに さらに2工 場,ア ノミ

デ ィー ン,ム ービル バ ラ(Musselburgh),ノ

ルス ・ミル ズ(NorthMills),ベ ル ウ ィック

シ ア(Berwickshire),ア ン グ ス(Angus)

に も工 場 が設立 され た.彼 ら毛織物 製造 業者

は ス コ ッ トラ ン ド議会 での発 言権 を強 め,17

01年 には,彼 らの要求 に よ り 「国内で の外国

衣類 の着用 の禁止,羊 毛 輸 出の禁止」 が制 定

された.12)

しか しス コ ッ トラン ド政 府 は,経 済 的 に圧

倒 的優位 に立 つ イ ソグラ ソ ド政府 に比 して脆

弱な財政状 態 にあ り,ま た諸戦争 の続 くヨー

ロ ッパ の国際 情勢 の変 化 に対 応 で きず,毛 織

物 業者 の養 成 策 も挫折 し,13)つ いには イ ング

ラ ン ドとの 「合併 」 を余儀 な くさせ られ るに

至 った.

III合 併 と毛織 物工業

1707年 の ス コ ッ トラ ソ ドと イ ソ グ ラ ソ ドの

12)ActsoftheParliamentofScotland,viii,

348;citedby.C.Gulvin,obi.cit.,p.24.

13)こ の 時 代 の ス コ ヅ トラ ソ ド の 毛 織 物 工 業 の 挫

折 に つ い て は,① 政 府 は 輸 出 入 コ ン ト ロ ー ル が

で き ず 法 令 の 保 護 策 は 完 全 に は 実 施 さ れ な か っ

た.② 製 造 業 者 の 生 産 規 模 は 国 内 需 要 を 満 た す

の に 充 分 で は な か っ た.③ そ し て ス コ ッ ト ラ ソ

ドの 高 級 織 物 は,価 格 と 品 質 の 点 で イ ソ グ ラ ソ

ドに 劣 っ て い た.④ 熟 練 工 の 移 入 獲 得 は,彼 ら

へ の 高 給 保 証 と な り,そ れ が 価 格 コ ス トの 上 昇

を 招 い た こ と が 挙 げ ら れ る.W.R。Scott,

ConstitutionandFinanceandEnglish,

ScottishandIrishJoint-StockCompanies,

NewYork,1951,iii,p.152.
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合併i)は,ス コッ トラソ ドの毛織物工業にと

って も著 しく重大な意味をもっていた.つ ま

りス コヅトラソ ドはイ ソグラン ドと同じ商業

・貿易規制に従 うことになった.

イ ソグラソドの合併交渉者に関心があった

のは,ス コットランドの毛織物貿易ではな く

羊毛貿易であった.そ の理由 としては,先 ず

イ ソグラソ ドの織元は北 ヨー ロッパ市場での

国際競争から原毛 の絶対的不足の可能性に直

面 しつつあ り,ス コッ トラン ドの羊毛輸出貿

易を コソ トロールする必要があった.ま た製

品輸出においてもス コッ トラソ ド諸港か らの

輸 出は,国 際毛織物市場の需要に よって決定

される価格をと りえたので,国 家 コソ トR一

ルの強いイソグラソ ド諸港か らの輸出よ りも

有利 であ り,国 境を越 えて製品を北上 させ る

動 きがあった.

それゆえにス コッ トラン ドの海外毛織物貿

易には拡大の可能性 も,生 産 品水準の向上の

期待も実現できなか った.僅 かにギ ャロウェ

イ(Galloway)産 の高級毛織物がイングラソ

ド市場へ入れたのみで,劣 質の毛織物は対抗

で きず,イ ソグラソ ド毛織物工業の補完的な

役割 植民地への廉価で劣質の毛織物販売

に専業化す ることになる.ス コッ トラソ

ドの羊毛輸出は海外の織物業者の競争能力の

強化に結びつ くことか ら,同 じくイ ソグラソ

ド織元からの干渉を受けることになった.

「合併 条約」 は,ス コッ トラン ドの羊毛 ・

毛織物工業が著 しく不利 となることを予想 し

て,若 干の補償を約束 していた.そ れは 「合

併条約」の第15条2)に,羊 毛輸出の自由を失

ユ)こ の合併 につ いては,拙 論 「18世 紀 ス コ ッ ト

ラソ ドの経 済発展 に関す る一 考察」(『創価大学

開学 記念論文集』 明和 印刷,1971年 所 収)17-

28頁 を 参照 され たい.
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な うことの補 償 として 「年額62,000を,羊

毛 生産 地域 の粗毛 織物製 造促 進 のた め,7年

間 にわ た り公 共基 金か ら拠 出す る」 こ とを規

定 していた.

しか し現 実 に基 金 が供与 された のは,1727

年 の製造工 業者 評議会(BoardofTrustees

forManufacturers)の 設 立 以降で あ り,合

併後2Q年 を待 たね ばな らなか った.

「評議 会」は,1727年12月 に 「粗羊毛 を生産

した り加 工す る ことを評議 会 と契 約 した り,

また それを紡 ぐのに5人 以上 の労働者 を雇 用

す る人に プ レ ミア ム(割 増金)を 提供 す る」

と発表 した.そ して翌 年1月 に,「 評議会 」

は 「羊毛 に関 す る特 別企 画」(`PaticulaarPlan

forWoo1')を 発刊 した.ま た ス コ ヅ トラ ン ド

南部 の羊毛 生産 地域 では,公 認 の原毛撰 別工

(officialsorter)が 認 定 された が,そ の よ う

な 「評議 会」 の政策 も毛織 物工 業 の興 隆に は

結びつ かなか った.つ ま り羊飼 育法 の向上 や

品種改 良,企 業経 営の革新,労 働者 の実質 賃

金 の向上等 が実 現 され な か っ た か らで あ ろ

う.そ して繊 維工 業に あ っては,ス コ ッ トラ

ソ ド固有 の産 業 で イ ソグラ ン ドとは競 合 しな

い亜 麻工 業(LinenIndustry)が,国 民的産

業 として 「評議会 」に よって振興 されつ つ あ

った.3)
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しか し必ず しもr合 併」によって羊 毛 ・毛 織物

工 業 が衰退 した訳 で はな く,粗 毛 織物(coar-

sewoollen)は イギ リス毛 織物輸 出の廉価 製

品 の補 完 として海 外市場へ 進 出 した.そ れ ゆ

え に アパ デ ィー ン,エ デ ィソパ ラ,ガ ラシ ィエ

ル ズ(Galashiels),ス ター リソグ(Stirling),

キ ル マ ノ ック(Killmanock)を 始 め として,

ダンフ ェル ム ラ イ ソ(Dumfermline),イ ソ

ベル ケ イシ ング(lnverkeithing),ダ ンブラ

ソ(Dunblane),ラ ナー ク(Lanaxk),メ イ

ボ ウル(1!/laybole),ダ ソフ リィズ(Dumfries),

ソオ ン ヒル(Thornhill)に 工 場 が 設 立 され

た.

ス コ ッ トラ ン ドの 粗毛 織物 輸 出か ら観 れ

ば,「 合併」以前 の北 ヨー ロ ッパ市場 は海外 競

争 の激化 もあ って衰退 した が,イ ギ リス資 本

主義 圏 の大西 洋貿 易市 場 では著 しい進展 をみ

た.4)こ の新 世界(NewWorld)へ の需 要 の

対 応 には,2つ の理 由が存在 した.そ の1は,

プ ランテー シ ョソにお け るネ グR奴 隷数 の増

大 と,そ の2と して の軽 量 の硫 毛織 物(light

worstedfabrics)生 産 にあ った.前 者 では ネ

グロ奴隷 の衣服 として5)品 質で はな く廉価 で

ofScotlandinthe.18thCentury,Oxford,

1963,pp.ユ31一 ユ84に,社 会 経 済 史 的 に はW.

Ferguson,Scotland,1689tothePresent,

Edinburgh,・.:,pp.71-101に 詳 し い.

4)キ ル マ ノ ッ ク は サ ー ジ織 を,ス タ ー リ ン グ は

装 身 織 物 を オ ラ ン ダ へ 輸 出 し て い た.ま た ア バ

デ ィ ー ン は,く つ 下 輸 出 を 行 な っ て い た ・し か し

18世 紀 中 葉 で は 量 で は ム ゼ ル バ ラ の ラ シ ャ 織 の

ア メ リ カ 南 部 へ の 輸 出 や,グ ラ ス ゴ ウ の タ バ コ

商 人 の 「格 子 じ ま 織 物 」(tartan)輸 出 の 方 が 上

廻 っ て い た.Lidsay,InterestofScotland,

Edinburgh,1773,p.106;GlasgowCity

ArchivesBIO/15>GlasgowBurghCourt

RegisterofDeeds.

5)し か し 次 第 に 亜 麻 織 物,つ い で 木 綿 製 品 に 市

場 を 奪 わ れ て ゆ く こ と に な る.H.Hamilton,

TheIndustrialRevolutioninScotland,

London,ユ966,pp.76一 ユ49を 参 照 さ れ た い.
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軽量 であ る こ とが 望 ま れ て い た.ま た 後 者

の 輸 出品 は,前 時代 とは 異 な り 「新織 物」

(newdraperies)と 呼 ばれ る混毛 の織物 で あ

った.都 市 の織元 は,植 民地 貿易 に呼応 して,

織 物 の転 換 を 果 し 「ラクダ織」(camlets),

ギラシ ャ織 」(lightstuffs),「 く り毛 織」(bays),

「サ ージ織 」(serges)が 生産 品 目とな った.

合 併に よって,ス コ ッ トラン ド南 部 の地 主

は羊 毛販売 の 自由を失 ない,か な りの打撃 を

受 けた といわれ る.6)しか し廉価 な原毛 の供 給

は,廉 価は 労働 力 コス トと相 ま って,7)国 内の

毛 織物工 業 者 の企 業老活動 を刺戟 した.

当時 のイ ングラ ソ ド毛織 物製 品は,そ の大

半 が高級 品 でス コ ッ トラ ソ ド織物 の直接 的 な

代替 ではなか った.事 実,ウ ェス ト●ライ ジ イ

ソグ(WestRising)地 方 は,廉 価 な硫 毛 織物

(worstedmanllfacture)の 中心 地 とな りつ

つ あ った が,交 通 ・通 信設備 は未 だ十 分 に発

達 せず地域 市場 の ままに とどまってお り,ス

コ ヅ トラ ン ド市場 には 輸送費 と価格 高ゆ},

入 って くる こ とはなか った.注 目すべ き こと

は,イ ング ラ ソ ド毛 織物 業者 は,ノ ル ウ ェー

や ロシ アの農 民毛織 物生産 価格 以下 では販売

で きず,む しろか な りの量 の輸入 を余儀 な く

され ていた.8)そ れゆ えに ス コ ッ トラ ン ドの廉

Vol.8No.1

6)例 え ば ス コ ッ トラ ン ドの 黒 面 羊(blackface)

毛 は,1700年 に は1ス トー ソ5sと6sの 間 で 販 売

さ れ た が,ユ720年 に は4sに 低 落 し て い る.Sco-

ttishRecordOffice,ScottishSupplementary

ParliamentPapers,XVII,P.94.

7)イ ソ グ ラ ソ ド労 働 者 に 比 し て 生 産 性 で は 劣 る

が,労 働 コ ス トは 低 廉 で あ っ た.ま た 田 園 地 方

で は,現 物 支 給 が 通 常 で あ っ た.AdamSmith,

WealthofNations(Everyman'sedition)pp.

98,106,173;W.R.Scott,Joint-StockCom-

panies(op.cit.),iii,p.148.

S)S.Treite,`TheNorwegiantextilemarket

inthe18thCentury:ScandinavianEcono-

micHistryReviewxvii,2,pp.161-78.

価 な毛 織物 は,イ ギ リス国 内市 場 で も充分 に

生 存 で き}た の であ る.9)

しか しス コ ヅ トラン ド織物 工 業に,0つ の

変 化が生 じて いた.従 来 の北 ヨー ロ ヅパ毛織

物 貿易 の中心 であ った東 海岸 の毛 織物工 業に

替 って,ス コッ トラ ソ ド南部 の羊毛 供給 地域

が北 部 イ ングラ ン ドの毛織物工 業 の興隆 の影

響 を受け て,そ の毛織物 工業 の下請 に着手 し

始 めたか らであ る.10)つ ま リス コッ トラ ソ ド

の 国境 地方 の 労働 者 に 硫毛(worsted)の 織

編 糸(yarn)を 紡 がせ,そ れ をイ ソグラ ソ ド

移 入す る こ と を 開始 した.さ らに1734年 に

は,ハ ウ ィ ッチ(Hawich)の 治 安判事 は,

「評 議会」に 「この地 で の無能 な人hを イ ソ グ

ン ド硫毛 製造業 者 の紡 績工 として雇用す るた

め の学校 設立」 の基金 を要 望 した.正1)

か くてユ8世紀後 半 には,ス コ ヅ トラ ン ドの

毛織物 工業 は,粗 織物 を中心 に全 イギ リス国

内市場,海 外 植民地,少 し衰}た が北 ヨー ロ

ッパ大 陸市場 へ廉価 で軽 量 の毛 織物 を輸 出 し

た.し か し,そ こには,イ ギ リス毛織 物工業

9)ま た ス コ ッ ト ラ ソ ド固 有 の 織 物 は,緻 密 な 流

毛(carded)で 「あ や 織 」(twilled)の 特 徴 を も

っ て い た.C.Gulvin,TheTweedmahers(oρ.

Cat.),P.35.そ し て ス コ ッ ト ラ ソ ドの 人 々 は,

ユ8世 紀 後 半 に お い て 「教 会 も 市 場 の 人hも,通

常 国 産 の 衣 料 を 着 用 し,イ ソ グ ラ ソ ド産 よ り も

は る か に 暖 く快 適 で あ る」 と 自 負 し て い た.

Sir.JohnSinclair,AnalysisoftheStatisti-

calAccountofScotland,Edinburgh,1831

Appendixi,p.!8;J.G.Fyfe,ScottishDiaries

andMemoirs1746-1843,Stirling,1942.

10)ア ダ ム ・ス ミス の 評 価 で は,18世 紀 前 半 で は,

こ の 地 方 の 羊 毛 供 給 者 は,羊 毛 価 格 の 低 落 を 羊

肉 の 高 騰 に よ っ て 相 殺 し て い た.Wealthof

Nations(oρ.CZt.),i,P.216.し か し ユ8世 紀 後

半 に は,北 部 イ ソ グ ラ ン ド毛 織 物 工 業 へ の 原 毛

供 給 が 大 き くな っ て く る.

11)ScottishRecordOffice,BoardofTrustees,

N.G.,1JI/2/93;N.G.,1JIJ3/181;citedby

C.Gulvin,op.cit.,p.36.
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の補 完的役割 として存在 で き}た 事実 も看 過

で きえな いの であ る.

政巳:ス コッ トラソ ド毛織物工 業史

IV産 業革命期の毛織物工業

18世 紀後 半 のイギ リスは,木 綿工業 が慧 星

の よ うに登 場 して主役 とな り,「長 老格」の毛

織 物 工業 は相対 的に は没落 した が,に もかか

わ らず毛 織物 業 はかな りの発展 を示 してい た

時 代 であ る.例 えば国 内の原毛 供給 は不 足 し,

1792～4年 の問 の原毛輸 入 は約390万 ポ ソ ドで

あ ったが,1822～4年 の間に は2,130万 ポ ソ

ドへ と急騰 した.1)ま た輸 出面 では,ヨ ー クシ

アの ウェス ト・ライデ ィソグの広 幅織物(bro-

adcloth)は1770～5年 の間に年 間10万 反 であ

った のが,1815～20年 には33万 反へ と増 大

した.2)そ こに は ヨー クシア織 物業 の興隆 と,

対 照的yT旧 来 のイ ース ト ・ア ソグ リア(East

Anglia),西 部 イ ソ グ ラ ソ ド(WestofEn-

gland)地 域 の衰 退 を み た が ・ この時期 の毛

織物 工業 の発展 を支�}//1...たのは原毛 輸入 の増 大

に あ った とい}よ う・

しか しス コ ヅ トラ ン ド毛織物 工業 は,ヨ ー

ク シア地域 の発 〉,rY`.遅れ る ことな く補 完 的に

対 応 し,近 代的 毛織物 工業 の基盤 を作 るこ と

にな る。そ して1820年 代 には,国 境地域 を 中

心 とす るス コ ッ トラン ド毛 織物 工業 は,4)羊毛

1)B.R.Mitchell&P.Dean,Abstractof

BritishHistoricalStatistics,Cambridge,

1962,pp.191-2.

2)Ibid.,p.189.

3)ユ784年,「 評 議 会 」 は,「 硫 毛 製 造 技 術 は ・ そ

の 発 展 は 遅 々 と で あ る が,著 し い 改 良 を み た 」

と の べ る.ScottishRecordOffice,Annual

ReportsofBoα γ40fTrustees,ユ784,p.9.

4)し か し ア バ デ ィ ー ソ は 最 高 級 織 物 で 有 名 で あ

っ た.そ し て 市 民 の 約%が 羊 毛 加 工 業 に 関 連 し て

い た.し か し 生 産 量 に お い て 圧 倒 的 に 少 な く,も
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の 品 質 も仕 上 げ 工 程 も改 良 さ れ,企 業 組 織 の

変 革 に も成 功 した.

そ こで 北 部 イ ソ グ ラ ソ ドの 毛 織 物 工 業 の影

響 下 に発 展 した ス コ ッ トラ ソ ド南 部 国 境 地 域

の 諸 都 市 に つ い て,若 干 の考 察 を 加 え て お き

た い.

ガ ラ シ イニ ル ズ(Galashiels)は,そ の毛 織

物 工 業 の 興 隆 に は2つ の理 由,近 隣 の亜 麻 織

物 工 業 の衰 退 と織 元 の 「評 議 会 」か らの プ レ ミ

ア ム の 獲 得 が 挙 げ られ る.5)そ の 地 で の工 場 主

数 は,1778年 の10人 か ら1825年 の35人 に 増 大

した.羊 毛 消 貿 量 は,17,000ポ ソ ドか ら500,0

00ポ ソ ドへ,手 動 織 機(hand-loom)は30台 か

ら175台 へ と増 加 した.生 産 毛 織 物(額)は,

1790年 の ∫5,500か ら1825年 に は658,000へ

と増 大 した.そ れ らは 主 と して,青 色 や 淡 褐

色(drabs)の 格 子 縞 や 縦 縞 の 織 物 で あ った ・

この町 の発 展 の 有 様 を,ワ ー ズ ワース(Words-

worth)は 旅 行 記 に 皮 肉 た っぷ りに 「黄 色 い 屋

根 の 村 が,町 の 喧 燥 と醜 い石 の家 屋 に と っ て

代 られ つ つ あ る」6)と 記 して い る.

ハ ウ ィ ック(Hawick)は.,ガ ラ シ ィエ ル ズ

よ りも大 き な町 で,イ ソ グ ラ ソ ド と中 部 ス コ

ッ トラ ソ ドを結 ぶ 幹 線 道 路 上 に あ り,商 業 上

の 要 地 で あ っ た.そ こで は1730年 代 に,イ ソ

グ ラ ソ ド硫 毛 織 物 製 造 用 の編 系 紡 績 が 始 ま っ

た.そ し て50年 代 に は,地 主 ジ ェ ソ トリが地 元

はやは スコ ッ トラソ ド織物業 の 中心 では なか っ

た.W.Kennedy,AnnualsofAberdeen,ユ818,

i,p.203.

5)毛 織 物 製造 業者 は,亜 麻織物 製造者 よりも高

い賃金 を紡績工 に支払 った.R・Douglas,

AgriculturalReportofRoxburghshire,Edin-

burgh,1798,P.212.「 評 議会」 か ら の 奨 励金

と して,ガ ラシ ィエ ルズの織元に1791～1829年

の 間,£3803が 交 付 された、ScottishRecord

Office,AnnualReportofTrustees.

6)J.C.Sharp(ed.),RecollectionsofaTour

madeinScotland,1803,Edinburgh,1874.
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の羊毛 を用 い て前 貸問屋 制 で紡 績 し,ダ ンフ

ェル ム ライ ン(Dumferrnline)の 織工 を招 い

て メリヤス類 とカーペ ッ ト製 造 に企 業的 に成

功 した.7)ま た1771年 には,市 参事 官 ハル デ

ィ(Hardie)が,毛 織物 下着 や ス トッキ ソ グ製

造 の機械 編(frame-knitting)を 導入 した.

毛 織物製 造が 地方経 済 の中 で大 きな意 味 を

も った のは,ナ ポ レオ ン戦争後 と りわけ1830

年 代か らで あ る.ハ ウ ィックの織物業 の市 場

は,当 初 は東 部や北 部 の漁村 であ った が,流

行 が粗硫 毛 メ リヤ ス類(coarseworstedho-

siery)か ら軽量 の毛織物 商 品(softwoollen

varieties)に 移 るにつ れ,高 級織物 に特 化 し

た.8)こ の企業 的成 功 の鍵 は,レ セ スタ ァシア

(Leicestershire)の 救貧 院か らの廉 価 な労働

力 の提供 を得 て メ リヤス製 造 コス トの削 減に

成功 した ことにあった.9)そ してハ ウ ィックは,

メ リヤ ス類,伝 統 的 な カーペ ッ ト製 造 の他に

「肩掛 け」(Plaiding),「 フラ ソネル」(flannel),

「毛 布類」(blankets)製 造 で有 名 とな った.

この時代 で は,ガ ラシ ィエル ズやハ ウ ィヅ

クの毛織物 業 の発 展に比 す と,国 境 地域 の諸

町村 の発 展 は,さ ほ ど注 目に 価 しない.

ジ ェ ドパ ラ(Jedburgh)で は,「 評 議会」

7)R.Wilson,HistoryofHarwick,Harwick,

1825,p.252.

8)JohnSinclair(ed.),TheStatisticalAc-

countofScotlandEdinburgh,1791-9,viii,

p.523.

9)ス コ ッ ト ラ ソ ドの 救 貧 法 が 廉 価 な 労 働 力 供 給

に 貢 献 し た.イ ン グ ラ ン ドの 国 家 救 貧 法 と は 異

な り,教 区 主 体 の 救 貧 法 で あ っ た.ス コ ッ ト ラ ソ

ド の 救 貧 法 に っ い て はJeanLindsay,The

ScottishPoorLaw,itsOperationinthe

north-eastfrom1745toユ845Devonユ975;

J.G.Smith,Dig・estoftheLawげ,Scotland

relatingtothePoor.Edinburgh,1861;Sir

GeorgeNicholls,AHistoryofScottishPoor

Law,1856,Londonrepin1967等 の 文 献 が

あ る.
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か らプ レシア ムを得 て毛 布類や ウ ェール ズ ・

フラ ン ドル製 造を試 みた が,結 局織元 は2人

にす ぎず,織 機 類 では1770年 代 に比 して..

年 の方が減 少す る ことに な った.10)そ して19

世 紀初 頭 には,ハ ウ ィヅクの メ リヤス類製 造

の下請 企業 として編 入 され るに至 った.

さ らに東部 の ケ ル ソオ(Kelso)で は,毛

織 物工 業 と並 存 して亜麻 工業 と木綿 工業 があ

り,1828年 には70台 の織 機が あ った.11)し か

しこの地 方 は地 味 が豊 な こと もあ り,地 主 資

本 は製造 工業へ では な く農 業に流 れた.

セル カ ーク(Selkirk)は,こ の時 代に はほ

とん ど発展が み られ なか った が,そ の理 由は.

厳 しい封 建的 な町規 制(burghsrestrictions)

の残存 が工 業発 展を 阻害 して い た.ユ825～6

年 の間,こ の町 には ガ ラシ ィエル ズか ら移 住

して きた毛織 物製 造企業1社 しか なか った.

ツ イー ド渓 谷 のイ ンナ レイセ ン(lnnerlei-

then)で は,1780年 代 に鍛 治屋 出身 の毛織 物

製 造企 業が設 立 された が成功 せず,結 局 は18

20年 代 の後半 に ガ ラシ ィエル ズの ツ イー ド織

企 業に よって買い とられ た.そ の他,ピ ー ブ

ル ズ(Peebles),ラ ンゴル ム(Langholm)等

の町 が散在 していたが,1830年 代 までは,そ

こで の毛織物 企業 は地域 小市場 の供給 の域 を

出て いなか った.12)

以上 に概観 した よ うに,ス コッ トラソ ド毛

織物工 業 は,X830年 以前 に は国境地 域 とい っ

ユ0)ReportoftheAssistantHandZoomVVe-

ttversCommissioners(1839),XLII,p.159;

PigotDictionary,p.649.

11)Sir.J.Sinclair,op.cit.,x,p.576ff.

12)1794年 に,ラ ソ ゴ ル ム の 地 方 牧 師 は,「 こ の 町

が 享 受 す る 全 て の 利 点 を 考 慮 す る と,大 毛 織 物

工 業 が 長 い 間 確 立 さ れ て い な か っ た こ と は 驚 き

で あ る 」 と 不 満 を の べ て い る.Sir.J.Sinclair,

Ibid.,xiii,p.587ff;xxi.pp.245-6.
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表1ス コ ッ トラン ド毛織 物工業 の生産 能力 の推移(1835～ ユ878年)

79

年 工 場 数

1835

..

1$47

1850

1856

ユ861

ユ867

1871

1874

1878

90

ユ12

ユ82

196

1$4

193

218

257

246

紡績紡鐘数

224,工29

272,225

317,185

343,068

421,4$9

529,011

559,031

力織機釧 動HP総 蠣 者数

247

665

1,303

3,418

10,543

11,758

6,284

1,822

2,533

2,943

3,904

5,942

9,305

3,505

5,076

9,637

9,464

9,280

9,8ユ2

ユ4,760

23,000

27,728

22,667

出 、典)各 年 の 議 会 資 料(ParliamentaryPapers)よ り抽 出.

(1836)XLVp.138;(1839)XLIIp.310;(1847)XLVIp.294;

(1850)XLil.p.745;(1857)XIV.p.7;(1862)LV.p.23;

(1867～8)LXIV.p.453;(1871)z,xzz.P・440;(1875)XVLP・220;

(1878--9)LXV.p.324.

て もガ ラシ ィエ ル ズや ハ ウ ィックで発 展 した

ものの,他 の町村 では何 らの重要性 もも って

い なか った.そ の最大 の原 因は,市 町村 の当

局 や地主 ジ ェソ トリが毛織 物製 造業者 の活動

に保守 的で あ った こ とであ る.13)成 功 した ガ

ラシ ィエ ル ズ には,「 そ の町 を ス コ ッ トラソ

ドの リー ズ(イ ソ グラソ ドの毛織物 工業 の メ

ヅカ)と な る よ うに発展 させ よ うとす る進取

で 自由な気性 を もつ」14)ス コ ッ ト家(Scotts)

の企 業者活 動が見 うけ られ た。

しか し国境地域 は,燃 料不足 か らの生産 コ

ス ト高 とい う現 実 の難 問題 を抱}て い た.蒸

気機関 の運転,織 布 の染色 用 の大 量 の熱湯,乾

燥用 のス トー ブ等 には大 量 の石炭が必 要 であ

った.ガ ラシ ィエル ズには20マ イル以上 も離

れ た と ころか ら,石 炭供 給 を仰 が ねば な らず,

そ の他 の地 域 も大半 は同様 の悩 みをかか えて

いた・15)ま して交通 ・輸送 綱 の不 備か ら,石

13)C.Gulvin,op,cit.,p.44.

14)R.Wilson,HistoryofHawick,Havvick,

1825,pp.287-8.

15)例 外 は,ダ ル ケ イ ス へ の 穀 物 輸 送 の 復 路 に 石

炭 を 入 手 で き た ジ ェ ドパ ラ で あ っ た.Sir.J.

炭 輸送 に は大 変 な貿用 と労力 を費や した.そ

れゆ え心理的 に も停滞気 味で,農 業 地域 か ら

の脱 皮へ の努力 や労働 力流入 の現 象 も見 られ

なか った.

この よ うな明 白な不 利 な点 であ ったに もか

か わ らず,そ の地域 に は毛織物 工業 発展へ の

潜在 的諸条 件を備}て いた.

先 ず第1に,こ の 地 域 に は 動 力 源,洗 浄

(scouring),縮 絨(milling),染 色(dyeing>

に必要不 可 欠 とされ る=豊富な水 力が あ った.

ガ ラシhエ ル ズは,歴 史的に も 「布 地 の洗 い

張 り」 中心 地(fullingcenter)と して知 られ

ていた.第2に は,国 境地 帯に散 在す る限 ら

れ た労働 力を これ らの地域 に集 中的),rY`.投入 し

効 率的 に編成 して,工 場 制度 の成長 に向け る

こ とがで きた.第3に は,国 境 地域 の地主 や

農業 者は,羊 飼 育法 の改良や 良い 品質導入 に

熱心 な人 々であ った.16)最 も顕著 な発 明は,

Sinclair,01り.C2t.,1791-9,i,p.ユ6;ii.pp.315

一ユ6.

16}7.E.Handley,`TheEvolutionofSheep

BreedsinScotland'ScottishStudies,xii,.

1968,p.147.
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表2ロ クスバ ラ(Roxburgh),セ ル カー ク(Selkirk),ピ ー ブ ルズ(Peebles)

諸 州 の毛織 物生産能力 の推移(1835～1871年)

年

1835

..

ユ847

ユ850

ユ856

1861

1862

1871

工 場 数

4

9
冒

ウ
自

Q
9

0

8

4

7
,

7

4

4

4

4

4

全体での
比率(0)

7
4

∩
V

2

り
0

2

5

4

4

2

2

2

2

2

2

紡績紡鐘数

77,00a

1ユ3,888

160,257

ユ39,030

155,230

全体での
比率(%)

4

2

1

0

7

0
」

4

FD

」4

3

力 織 機 数

22

ユ09

328

559

1,110

ユ,336

全体での
比率(0)

100

44

50

43

10*

11

労 働 者 数

789

1,046

2,264

2,573

3,309

4,042

5,180

6,707

全体での
比率(0)

3

0

3

7

6

1

5

9

2

2

2

2

3

4

3

2

*こ の 急速 な減少 は,ス コヅ トラソ ド西部 のカーペ ッ ト工業 におけ る力織機 の急速な増大 の結果で あ

る.

出 典)各 年 の議 会資料(ParliamentaryPapers)よ り抽 出,表1の 資料 と同 じ.

土 着 の焦げ茶 面羊(Dunface)の 改 良品種 チ

ェ ビオ ッ ト羊(Cheviot)で あ った.そ れ は,

従 来 の黒面 羊(blackface)17)に 比 して,均 質 で

短 毛,色 調 も華麗 で工場 処理 に も適 した繁 殖

力の強い多毛産の羊であった.し か も当時流

行 しつ つあ った 「ち密 で重厚 な衣類」(dense

heavycloths)の 製 造に適 していた.18)

この よ うな利点 を享受 して,ス コ ッ トラソ

ド毛織物工業は,1830年 以前にはほ とん ど外

国産羊毛 を輸入せ ず に,企 業的 に成功 しつ

つ あ った.特 に イ ングラ ン ド市場 へ の羊 肉 の

供給やヨークシア地方の毛織物工業への羊毛

ユ7)黒 面羊 の毛 は,長 く粗 く,比 率 的に も使xな

い髪や粗毛(kemp)を ふ くんで お り,加 工 には

不適 であ った.そ れゆ え主 として手編 み用,く

つ下,粗 目のカーペ ッ トに向け られ,イ ング ラ

ソ ド織元 へ原材料 として販売 された.黒 面羊毛

はほ とん ど技術改 良をみ るこ とが なか ったか,

最 終的 には19世 紀 の後半 に,著 名は格子縞 の防

水 的な 「ツ イー ド織」 が作 り出 されて脚光 を浴

び る ことに なる.

ユ8)1828年 に,ネ ピア卿(LordNapier)が,南

部高地 か ら黒面羊 が駆逐 され つつ ある とのべ,

ス ゥゼ ィ(Southey)は,1851年 に 「ス コッ ト

ラソ ドで最 も著 しい変 化は,チ ェ ビィオ ッ ト羊

の代替に よって黒面羊 が減少 した こと であ る」

と残 してい る.R.M.Hartwell,The】E'orkshire

WoollenandWorstedIndustry1800-1860

0xfordUnpublished,1955,p.24;C.Gulvin,

op.cit.,p.49.

供 給 の増大 は著 しか った.こ の毛織物工 業 の

興隆 は,封 建遺 制 の残存 してい たス コッ トラ

ン ド農 村社会 の二 重経済 構造 を廃絶 し,近 代

的 な労働 市場 を形 成 した.「高地 清掃」(High-

landClearance)が エ ンク ロジ ャー運動 に よ

って展開 され,一 部 の拡大化 され た耕地 に再

植 民 されたが,大 半は土 地を追 われ紡 績や織

布 の仕事 につ く労働 者 とな った.19)そ して毛

織物 製造 と農業 労働 は,次 第 に 「さ らに一 層

明 白に,完 全 な分 離(最 終的 には)が 生 じて

きた⊥20)い た のであ る.

ユ9)「 高 地 清 掃 」 に つ い て は,J.A.Symon,Scot-

tishFarmingpastandpresent,Edinburgh ,

1959,pp.135-176;T.Johnston,TheHistory

oftheWorkingClassesinScotland,New

Jersey,1946repin1976,PP.290-302に 詳 し い.

20)Sir.JohnSinclair,op.cit.,Edinburgh,

Appendix,i,p.19.こ の 分 離 を 推 進 し た の は ,

織 物 工 業 に お け る 機 械 のi導 入 で あ る.1790年 代

に 手 動 ジ ェ ニ ー(hand-jennies),水 力 稼 動 半 自

動 式 の ミ ュ ー ル ・ジ ェ ニ ー(water-drivensemi.

automatic`mule'jennies)ヵ ミ導 入 さ れ た ,国 境

地 域 で は 数 千 人 の 婦 女 子 紡 績 工 が イ ソ グ ラ ソ ド

北 部 織 物 業 者 に よ っ て 雇 用 さ れ て い た.S.Po1.

lard,TheGenesisofModernManagement
,

1965,London,P.37ス コ ッ トラ ソ ド労 働 者 は,

イ ン グ ラ ン ドの 問 屋 制 家 内 工 業 に 吸 収 さ れ,国

内 製 造 業 者 に は 賃 金 コ ス トの 上 昇 を も た ら し,

織 布 業 の ボ トル ネ ッ ク と な っ て い た 。 織 布 工 程

の 機 械 化 の 完 成 は1850年 代 で あ る.
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そ こに は 著 し い人 口が 田 園 地 域 か ら工 業 地

域 へ 集 中 す る 動 き が 見 う け ら れ る.ロ クス

バ ラ(Roxburgh).セ ル カ ー ク(Selkirk),

ピ ー ブ ル ス(Peebles)諸 州 の 人 口 は1755年 の

47,600人 か ら1831年 に61,000人 へ と増 大 し

た.ま た1801年 と1831年 の 間,ガ ラ シ ィエ ル

ズ(Galashels)は 約50%の 人 口増,ハ ウ ィ ッ

ク は80%の 人 口増 を 示 し て い た.21)

注 目 に価 す るの は,国 境 地 域 の 農 業 リー ダ

ー に は教 会 の 庇 護 が あ り,牧 師 が 一 方 で は 労

働 者 に対 して 新 時 代 の工 業 発)/Y即 し た 工 業

規 律 へ の順 応 を 説 き,他 方 で は 地 主 や 織 元 に

経 営 理 念 を 説 い た こ と で あ る.例 え ば,ガ

ラ シ ィエ ル ズ の 牧 師 ダ グ ラ ス(Dr.Douglas)

は,織 物 会 議 所(ClothHal1)の 設 立 基 金 と し

て,織 元 達 に61,000を 長 期 貸 付 す る よ うに

説 い た.22)し か し全 般 的 に み て,地 主 が 直 接

的 に 企 業 目的 に 投 資 す る こ とは な く,工 場 建

物 を 永 代 借 地(feus)に 認 可 す る こ とに よ る

間 接 的 な 方 法 で の援 助 で あ っ た.23)そ し て グ

ラ ス ゴ ウ在 住 の毛 織 物 商 品 は 別 と して,国 境

地 域 の工 場 主 は,毛 織 物 業 の 仕 上 工(fuller)や

染 色 工(dyer)か ら の 出 自 で あ っ た ・ そ し て

毛 織 物 工 場 の 固 定 資 本 は平 均x'200～300で,

流 動 資本 は そ の6倍 で あ った と され る.24)何

21)J.G.Kyd,`ScottishPopulationStatistics'

ScottishHistorySociety,3rdSer.XLIV,

1952.

22)C.Gulvin,op.cit.,p.53.

23)T.C.Smoot,`ScottishLandownersand

IndustrialDevelopment,'ScottishJournalof

PoliticalEconomy,X7,1964,p.3.

24}CaledonianInsuranceCo.Edinburgh,MS,

Firei11'(1805),Policy,No.364・ 広 幅織

物用 の飛 仔 コス トは,1795年 に平 均6£12に す ぎ

なか った.大 資本 と多数 の工場 労働 を必 要 とす

る木綿工 業 とは異 な り,熟 練工 は節倹 と勤 務 の

精神 を もって毛織 物業 で成功 した.そ れゆ.`2..か

つ ての国民的副 業であ った亜麻工業 は,毛 織物

業 の進 展 とともに,衰 退 に向 うこ とにな る.

8エ

故 な ら,羊 毛 は他 の繊維 に比 して高価 で あ り,

そ の 他 の 原材 料,染 色 原料 の 購入,地 代 や

賃 銀 の支 払 いの他,羊 毛 か ら販売 用 の織 布に

至 る まで に 数 ヵ月 の 日時 が 必要 で あ った.

それ ゆii..「小資本 」 と 「企業 者精神 」か ら

出発 し,利 潤 の再 投資 に よる事 業 の拡大 を展

開 し ょ うとした 国境地 域 の織 元 の直面す る課

題 は何 よ りも金融問 題 であ った.先 ず 第1に

ユ789年 の ガ ラシ ィエル ズの織元 達は,エ デ ィ

ンバ ラの 「評議 会」に財 政援助 を求 めた.「 評

議会 」は,原 材料 や機 械 の購 入資 金や技 術 習

得 のた めの研修 貿用 を支 出 した例 もあ るが,

全 体 として少額 に過 ぎず,成 功 した とは い}

なか った.25)

第2に は,銀 行 の役 割 が挙 げ られ る.諸 銀

行 は,融 通手形 の割 引業務 を行 ない信用 貸 シ

ステ ムを用 いた.し か し1820年 代 以前 の銀行

の役割 は,ほ んの僅 かに しかす ぎなか った.26>

第3に は同業者 間 の相 互補助 で あ る.国 境

地方 で は1777年 に ガ ラシ イニル ズ毛 織物業 者

組 合(GalashielsManufactures,Corporation>1

を地方織 元 グル ー プで作 り,織 機や 「お さ」

(reel)を 共 同購 入 した り,「紡 績 機」の共 有や柑

互 の賃借 を行 な った,ま た共 通 の基 金に よる

貸 出 しや 相互 の信用貸 も一般 的 であ った.27)

ス コ ッ トラ ン ド毛 織物工 業 は,チ ェビオ ヅ

ト羊 に よる品質 向上 を用 いて著 しい発 展をみ

25)AnnualReportofTrvcsteesに よ る と,1?

75～1833年 の間,国 境地 域の織元 への奨励金 は,

年 額僅 かX85に す ぎなか った.

26)C.Guluin,op.cit.,p.62.

27)例 え ば ガラシ ィエル ズの織 元 ヘソ リー ・ブ ラ

ウ ソ(HenryBrown)は,1828年 の3月 か ら

1829年 の12月 の 問,地 域 の同業 者に70回 ぐらい,

数 シ リソ グか ら;e40の 幅 で計 £540を 貸 し,同

期 間に 同方 法で £340を 借 りていた.全 ての負

債 は,無 利 子で,1,2週 間 あ とに決済 され てい

る.ま た融 通手形 は,貨 幣 同様 に流通 し,し ば
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表3ガ ラシィエルズでの毛織物生産能力と販売高の増大(1825～1886年)

年

1825

1829

ユ832

ユ838

1840

1843

1845J6

ユ853

ユ863

1$65

1869

..

手動織機数

175

265

5G3

600

402

力 織 機 数

295

ユ,085

刷 毛 機 数

22

25

28

36

39

60

65

76

114

紡績紡鐘数

5,335

66,825

94,562

毛織物販売額
(時価)

£58,000

£26,000

£30,000

δe200,000

×250,000

×490,000

×570,000

£1,000,000

出 典)D・Bremner,TheIndustriesofScotland,1869repin1969,Chap .onWoo-

lienManufacturespp.155-163;Chambers,R .&W.GazetterofScotland

(1883).sectiononGalashiels;J.H.Dawson,AStatisticalHistoryofScotland,

Edindurgh,1853,pp.988-90;NewStatisticalAccountofScotland
,iii,Selkirk,

11ffよ り 作 成.

た.毛 織物 輸 出額を み る と,1760年 代 と1780

年 代 の間,年 平 均診2万(公 統計)で あ った

が,ナ ポ レオ ソ戦 争後 はよ95万 に達 し,1820

年 代後半 まで続 いた.

これ らの発展 に もかかわ らず ,1820年 頃 に

は,阻 害的 な諸 要素 が生 じて きた.

先 ず第1に,ス コ ッ トラ ン ド毛織物 のイ ン

グ ラン ドのそれ との品質較 差 に架橋す るのに

役 立 ってい たチ ェビオ ッ ト羊毛 が,大 量 に刈

毛 した こ とか ら品質 低下 を きた し「高級 織物」

製 造に不 適 とな って きた.そ れ に反 して多量

の原 毛が ドイ ツ,ス ペ イ ンか ら輸 入 され る よ

うにな った.イ ギ リス全 体 の外 国産羊 毛 の輸

入 額 は,1816年 の750万 ポ ソ ドか ら1830年 の

3,230万 ポ ソ ドへ と増 加 した.特 に ヨー クシア

の毛織物 業者 は チ ェ ビオ ッ ト羊 毛 の輸 入 を止

め て外 国産 羊毛 に転換 し,ス コ ッ トラ ン ド産

し ば 裏 書 譲 渡 さ れ て い た.Craing-Brown,Ac、

countBookofGalashielsWeavers'Corpora-

tion,ユ908,passim;Ibid.,p.63.

よ りも上 質 の軽量 の毛織物 製造 に成功 した.

そ して第2に は,ス コッ トラ ソ ドの羊 飼育

者 の側 では,羊 肉増産 に熱心 とな り急速 に飼

育 させ る ことに専 念 したた め,羊 毛 は不均 質

で貧弱 で長毛 とな り,質 は悪化 した.28)

ス コ ッ トラ ン ドの毛 織物 業者 は,新 しい条

件 に適合 して外 国産 の羊毛 を用 い るこ とに試

行錯後 したが,そ の多 くは技 術 ・企 業組織 に

お いて イ ングラ ン ドの対抗 的 な業者 に劣 る こ

とか ら,ヨ ー クシア織 物 との対抗 は断 念 した.

1828年 の特別会 議 で,ガ ラシ ィエル ズの織物

業者 は 「高級織物 に は適合 で きないが,廉 価 で

勝負」29)を 決定 し,再 び補完 的 な劣質毛織 物

に専 念す るこ とに した.そ して具体 的 には,

くつ 下,メ リヤス類(hosiery),廉 価 な格子

縞 肩 掛け(cheapplaiding),ラ シ ャ服 の着替

28)ScottishRecordOffice,Reportofthe

SpecialCommitteeoftheBoardofTrustees

onPremiums,X830,p.28.

29)Craig.Brown,AccountBook(opcit.,),

14,Feb.1829;C.Gulvin,oρ.Ctt。,P.68.
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図11860年 代のツィー ト織製造の主要工程の説明図

供 給 源

イギリス国内

オーストラリア

ジイランド

ケープ植民地

南アメリカ

え(duffle)等 で あ った.

V19世 紀後半の毛織物業

ツ ィ0ド 織の登場

1829年 は,ス コ ヅ トラ ン ド毛織物 の歴 史的

転 換点 で あ った.っ 警 り経済 危機 の年 であ り

伝 統 的 な青 色織 物(bluecl◎theは βソ ドン市

場 で衰 退 しつ つ あ ったに もかか わ らず,後 代

に ツ ィ0ド(tweeds)織1)と 名 聞を馳 せた新

織 物が登 場 したか らであ る.こ の新 織物 は,織

匠

(重要な諸段階)

たとえ圧縮機が使われなく
とも,こ れらの工程を経る
一

繋 糸 始 紡

紹(かせ)
に 裁 断

縦糸 ・横

糸の巻敵

1)ツ イ ー ドの語源につ いて述 べ てお く.元 来,

ス コッ トラ ソ ドの織物 は 「あや 織」(twilled)

で,ス コッ トラソ ドでは`tweet'と 綴 っていた.

ユ830年 代 中頃,ス コ ツ トラ ン ド生 れ の ロ ソ ド

ソ呉服 商 ロック(Locke)の 店 で働 い て い た

店 員が,`tweet'と い う語 を読み問違 えて`tweed'

と写 した.何 故 な ら,そ の織物 が ス謙 ヅ トラソ

ド南部 のtweed河 流 域 に起 源を もつ こ と を知

っていたか らで ある.そ れ 以 降,こ の店 で は
`伽eed'を 便 宣 的に用 いた

.そ の後,・醜ed$・ と

物 デザ イ ンか らみ て革 命的(revolution)と い

うよ りは改革的(evolution)な 製品 であ った.

前 ツ イー ド織時 代 をみ る と,19世 紀 の初 め

にな る と 国境 地域 の羊飼 い達 は,彼 らの欄

服 の よ うに 「黒 白弁 慶縞 のラ シ ャ織」(black

andwhitecheckedplaid)を 着用 していた .

それ は土 着 の羊 毛 を紡 ぎ天然 色 の美 しい黒 白

模様 を おび,f年 代 か ら増 加 しつ つ あ った

旅行 者が旅 行着兼 土産 品 として歓迎 しつつ あ

った.2)ま た 他 方,ス コ ッ トラン ド高地地 方

し て 普 及 し,1840年 代 の 初 め に 一 般 に も 定 着 し

た.B.Wilson,`TheIndustrialDevelopment

・fHawick'TransactionsげtheNati。 編

.AssociationOthePromotion{ゾSocial

Science,ユ953に 群…し い .

2)CramAlexander,`Re瓢 三夏isc三encesofthe

TweedTrade'BorderAdvertiser9 ,Dec.

X874;TheEarlyStagesoftheTweedTrade'

乃 ♂4・声(2Q,Oc℃.X875).
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表4H・ バランタイン社*の 毛織物販売の動向(1833～1850年)

Vol.8No.1

年

1833

1834

1835

ユ836

1837

1838

1839-一 一40

ユ841

1842

1843

1844

1845

1846

1847

.,.

1849

1850

ウ

ヘ

ゴス
場
ラグ

市

£

34

75

148

797

$74

4,158

2,040

1,650

2,357

3,039

5,746

..

3,843

2,478

3,036

907

エ ア イソバ フ

市 場 へ

£

158

256

358

303

615

537

2,7.12

6,413

5,206

6,421

8,490

10,700

2,921

2,000

1,876

2,306

ン

ヘ

ド

場
ンロ

市

230

651

520

222

545

43

66

181

286

357

...

2,420

2,471

7,X47

総販売高概数

£

200

400

:fl

1,800

ユ,700

6,100

4,800

8,400

8,100

10,100

ユ4,899

ユ6,500

9,600

7,XOO

7,600

11,000

*ガ ラ シ ィ エ ル ズ と ウ ォ ル カ バ ー ソ に 工 場 を も っ て い た .

出 典)Edin・Univ・Lib・MSS.Gen921,Day.BooksofH.Ballantyne(1844-50);

CitedbyC.Gulvin,TheTweedmakers,AHistoryoftheScottishFancy

WoollenIndustry1600-1914,NewYork,ユ973,P,87.

(Highlands)の 伝 統的織 物 の ター タソ(ta「-

tan)織 が,ジ ャコバ イ トの乱(1745年)後 の

禁 令 も条 件 付で解 かれ(1780年),そ の地 の人

々の衣服 として定着 しつ つあ った.

この羊 飼 いの黒 白模様(shepherd-check)

織 物 とタータ ソ織物 の流行 の結合 は,ス コ ッ

トラ ン ドの装身 織物(fancytrade)の 発 展 の

骨髄(kexnel)と な り,1830年 代 を境界 とし

て旧来 の青 ・灰 ・茶褐 色 の習慣 的(customa-

ry)織 物 に とって代 る.

この流行 品を 創 り出 した のは,グ ラス ゴウ

の商人 達 であ った.3)ア レクサ ンダー ・ク レ イ

グ(AlexanderCraig)は,青 と茶褐 色 の格

3)こ の フ ァ ッ シ ョ ソ 革 命 の リ ー ダ は,ウ ォ ル タ

_.ス コ ッ ト卿(SirWalterScott)で
,彼 が

ユ826年 に 羊 飼 い 服 の 黒 白 格 子 縞 の 布 地 を ズ ボ ン

に 着 用 し,上 流 階 級 に 普 及 し た こ と に 始 ま る

C.Gulvin,op.CZt.,P.71.

子縞 の広 幅織物 を ロソ ドソ市 場 で広 告 した。

ロ ソ ドンの王室 御 用 仕 立 服 屋 ジ ェイ ム ズ ・

ロ ヅク(JamesLocke)が,白 黒格子 縞 の毛

織 物 を販 売 した.4)そ してユ830年 代後半 に は,

ガ ラシ ィエ ル ズの毛 織物製 造業者 も黒 ・白,

黒 ・茶,黒 ・緑 の格 子縞織 物 を製 造 した.ジ

ェ ドバ ラで も各種 の格 子縞 織物,膝 掛,肩 掛

製 造に着 手 した.特 に ロ ックは,ヴ ィク トリ

ア女王 のス コ ッ トラ ン ド訪 問に際 して,巨 大

な 「暗紅 色格 子縞」(Murraytartan)織 物 を

つ く り,そ れ を 「ヴ ィク トリア」模 様 と登 録

した.そ こか ら 「一族 織物」(DressClan)

模 様が 波及す る ことに なった.そ して また 国

4)彼 は,ア バ デ ィ ー ン の ク ロ ム ピ ィ ズ(Crom-

bies)社 を は じ め,ピ ー ブ ル ズ(Peebles)や バ

ノ ツ ク パ ー ン(Bannockburn)の 羊 毛 紡 績 会 社

と特 別 契 約 を し て ロ ン ド ン 市 場 で 販 売 し た.

Ibid.,p.71.
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表5ヒ ル フーツの毛織 物生産能力 の推移(1835～1871年)

58

年

1835

..

187

1s50

185fi

1861

1867

187ユ

工 場 数

『D

n
δ

O
O

O

り
Q

4

4

0
0

0
」

6
Q

全体での
比率(%)

FD

(
乙

-
山

FO

「D

n∠

り
自

9
臼

-
⊥

-
↓

紡 鐘 数

72.095

73,445

71,261

111,370

143,51.6

全体での
比率(%)

り
臼

7
・

9
臼

ウ
臼

4

0
◎

り
白

9
臼

0
り

り
0

力 織 機 数

38

141

278

728

715

全体での
比率(%)

ユ6

21

21

21

7*

労働 者 数

865

1,41a

3,295

3,669

2,644

2,297

3,734

4,123

全体での
比率(0)

5

8

4

8

8

3

7

8

2

2

3

3

2

2

2

1

*こ の年 の最大 の低落 の原 因は,ス コ ッ トラン ド西部 の ヵ一ペ ヅ ト工 業 の急速 な拡大 の結果 で ある.

出 典)議 会 資料(ParliamentaryPapers)よ り抽 出,表1と 同 じ.

境 地域 を中心 に,「地域 格子 縞織物 模様」(15--

trictChecks)も 生 まれ た.5)こ のス コ ヅ トラ

ソ ド毛 織物 の成功 は,三 つ の特 徴,巧 妙 な配

色,天 然 の強靱 な羊毛,織 柄 の独 自性等 の諸

要素 が挙げ られ る.製 造 工程 にお いて も,弾

力 ・伸 縮性 に とみ色調 もは っ き りとさせ るた

め に,縮 絨 機操 作 も工 夫 され た.6)

1840年 代 に は,ス コットラ ン ドの ツイー ド織

は,ヨ ー ロッパ の ファッシ ョン界 でも有 名 とな

リツ ィー ド=高 級織 のイ メージに成功 した.18

56年 に毛織 物商 ・ミラ ソタイ ン(HBallantyne)

は,「 我hの 最大 の強 味 は品質 であ る」 との手

紙 を,工 場 へ送 って い る.7)そ して ヴ ィク トリ

5)こ の地域 格子縞織 物は,地 域 の社会経済 変革

か ら生 じた もので,伝 統的 な家族主義格 子縞織

物 と直 接 の 関係 は な か っ た.S.E.Harrison,

OurDistrictChecks,Edinburgh,1967Scot-

fishWoollens,Edinburgh,1956に 詳 しい.

例 え ば グ レヌル カル ト格 子模様(Glenurquart

Check)は,多 くの装身 織物 の参考 とな ったが,

そ の地 の貴 族 の愛 好が借地人,猟 官,代 理 人等

に普及 した結果 であ る.

6)ツ イー ド織 は,ヨ ー クシアの稠密に織 られ,

重 縮織 された剛直 な カ シ ミー ル 織 と対比 すれ

ば,イ ギ リス貴族 の レジャー着 に向い ていた.

ま た ヨー クシアで も模 倣的 「ツイー ド織」 を製

造 した が,原 料 に再 製毛糸(shoddy)や 再 生毛

糸(mungo)を 用 い てお り,ス コットラソ ドの ツ

イー ド織 には比較 にな らなか った.C.Gulvin,

op.cit.,p.77.

ア女王 につ いで夫 君 アルバ ー ト公愛用 の 「バ

ル モ ラル」(Balmora1)タ ータ ンに刺戟 され,

ス コ ッ トラソ ド地 主,貴 族 さ らに所得 水準 の

向上 に よる熟練 工 の 日曜 日用の服 として,ツ ィ

ー ド織衣服 は普及 した .8)また1867年 の ウ ェー

ル ズ皇 太子(PrinceofWales)の ツ イー ド織

スー ツ姿 は,イ ギ リス人貴公子 の象 徴で あ っ

た 。そ してイギ リス人 下層労働 者 は ヨー クシ

ア産 の疑似 ツ イー ド織(immitationtweeds)

を競 って着 用す るに至 った.つ ま リツ ィー ド

織 は,19世 紀後半 のイギ リス資本主 義 の輝 く

時代 の誇 らしきイ ギ リス人生活 の象 徴 の一 つ

とな った のであ る.

毛 織物工 場 の数 は,1835年 の90社 か ら1874

年 の257社 へ増大 した.そ の間,羊 毛紡績能

力 は2倍 とな り,50万 錘 に達 した 、 また織 布

工 程 も:.1年 代 以後 は 急 速 に 機 械 化 が 進 ん

だ.か くして毛織物 製 造年 額 は,1828～29年

の62万6千 か ら1853年 のx'25万,さ らに19

70年 にはx'60万,1880年 代初 めに は約 診10(}

万 に達 した.こ れ らの毛 織物生産 は,国 境地

7)HenryBallantynetoMessrs,Wilson&

Armstrong,ユ7Julyユ856,Edin.Univ.Lib.

MSS.Gen921LetterBoxii;Ibid.,p.78.

S)D.Lock,EssaysontheTrade&Manu-

facturesげSco彦Zand,Edinburgh,i.p.ユ28.
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表6国 境地域の手織工の平均粗週賃金

の推移(ユ793～1850年)

1793

ユ794

1829

1830～32

183335

1836～38

1846^-48

1849～50

シリング ペンス
8

7

2

5

3

2

4

2

1
↓

ー
ユ

ー
⊥

-
⊥

-
よ

ー
↓

0

6

0

0

0

0

6

0

シリング ペンス
0
ゾ

01↓

覧

(
6

7
4

7
4

1
⊥

-
⊥

-
よ

ρ0

(
U

∩
V

∩
V

∩
V

出 典)RoyalCommissionontheDepression

ofTradeandIndustry,1886,1stRept.,

ParliamentaryPapers(1886),XXI,

P.1ユ0.

域 に集中 し,1856年 と1867年 の間,全 工場 数

の約 瓢,紡 績高 の51%,織 布 高 の43%,工 場

労働 力 の41%が そ こに集 ま っていた.そ の中

心地 は,ガ ラシ ィエル ズで あ った.

そ こに は19世 紀 前半 とは異 な る毛織 物工 業

の分 業化 も進展 しつつ あ った.顕 著 な生産 地

域 を追 ってゆ くと,オ ーバ ・コー トは アパデ

ィー ンの クロム ビイ社,最 高 級 のツ イー ド織

は セル カー クの ロパ ー ト社,軍 関係 の ター タ

ソ織 はパ ノ ックバ ー ソの ウ ィル ソソ社,高 級

カシ ミール ・ラシ ャ織 はエル ジ ンのジ ョγス

トン社 で あ った.

19世 紀 後半 のス コ ッ トラ ソ ド毛 織物 工業 の

中心地 につ いてふ れて お きた い.ガ ラシ ィエ

ル ズは,1830年 代初期 に供 給量 を上廻 る需要

を受 け,30年 代後半 の不 況期 に も製造 高を伸

ぽ して 「全 毛織物 工業地 域 の中 の最盛 地」9)と

な った.そ して1850年 代 には 数多 くの工 場設

立 のゆえに利 用 で きる水 力は澗 渇 し,毛 織物

業者 は上 ツ イー ド渓谷(UpPerTweedVal-

ley)の ピー ブル ズ(Peebles)や イ ンナ レ・イ

テ ソ(Innerleithen)や セル カー フ の エ トリ

9)ReportofHandloomCommission,1893,

XLII.p.159;C.Gulvin,op.cit.,p.87.

経 済 論 集Vo1.8No.1

ヅク河(RiverEttrick)流 域,さ らに西),r向

って,ダ ソフ リズ(Dumfries)の ラ ン ゴル

ム(Langholm)に 土 地を求 めた.

ハ ウ ィックは,1830年 代 か らツ イー ド織物

に転化 し,メ リヤ ス ・くつ下 製造 か ら毛 織物

紡 績 ・織 布業 に移 った,そ して毛 織物総 販売

高 は1850年 代 の年 聞診35000か ら ユ872年f

81000,1873年 のf126000へ と上 昇 した.

この よ う),r,往年 の粗毛 織物(coarsecloth)生

産 の メ ッカで あ った ガ ラ シ イニ ル ズや ハ ウ

ィックが,ツ イー ド織 生産増 大 の中心地 とな

った.ま た ジ ェ ドバ ラ も くつ 下製 造 か らツ

イー ド織 に転換 して成 功 した.ま た ラ ソゴル

ム は,木 綿工 業 を凌 駕 して ツ イー ド織 に 移

行 し,1869年 頃 には約fユ3万 の資本 投下 がな

され,1870年 には年約620万 の生産 高 とな っ

た.10)

そ の他,ユ9世 紀中葉 に女 性 用 ター タ ン織 で

名声 を博 した のは,サ ージ織 や毛布 ・肩掛 け

の産 地 であ った ヒル フーツ(Hillfoots)で あ

る.そ こには,ア ロア(AIIoa)地 方 の工 場数

の瓢,紡 績 能力 の狛,工 場 労働 力 の%が 集 中

していた.

以上 を概 括的 にのべ ると,ス コ ッ トラ ソ ド

毛織物 工業 は,蒸 気汽 関が導 入 され た1830年

代 か ら急速 に成長 し,特 に1850年 以 降に発展

を加 速 して1880年 代 まで続 いた.そ の間,1847

～48年 の経済 危 機に よる財 政難 の時 代に は,

若 干の毛 織物業 者は鉄 道 建 設 投 資 に と り く

み,交 通革 命か らの恩恵 を享 受 した.ま た18

57年 の財政 パ ニ ック,1861年 の南北 戦争時 に

は,毛 織物 販売 も激 減 したが,1870年 代 には

回復 して ヨー ロ ッパ大 陸,ア メ リカに輸 出量

IO)D.Bremner,TheIndustriesofScotland,

1869repin1969,p.157.
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表7H・ バラ ンタイ ン会 社の毛織 物労働者(常 雇)の 平 均純所得

(1850～1879年)

87

年

1850～52

1852.54

1854.56

1$56-58

1858^-60

1860～62

1862.64

186466

1866～68

1868～70

1870～73

1873～76

1876～79

手 織 工(男)

(ガ ラシ ィエル ス)

シリング

ユ3

ユ5

20

10

ユ9

19

21

22

20

ペンス

7

4

3

ユ0

7

ユ0

8

7

ユ0

(馨 轡 壬パ!酬 全 労 働 者
シ リング ペンス

1

1

2

3

2

3

1

2

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

8

1

9

2

0

6

7

0

1

■
⊥

-
↓

-
↓

シリング ペンス

93

100

126

1210

140

ユ310

ユ53

159

ユ50

Y39

14×

178

ユ74

表8イ ギリス毛織物工業の諸地域(各 部門)

の個人平均年賃金の比較(1885年)

ドウズベ リ(衣 用生地)

ハ ダス フ ィール ド

ハ リファ ックス

ドウズベ リ(毛 布)

ス コッ トラソ ド(ツ イー ド織)

リーズ地域

ス コッ トラソ ド(肩 掛 け)

西 部 イ ソグラ ソ ド

ス コッ トラソ ド(ワ イシ ャツ地 と毛 布)

ウ ェール ズ

ス コッ トラソ ド(織 糸)

ア イル ラソ ド

ポ ンド

39

39

38

36

35

35

34

31

31

30

26

21

出典)ReturnsofWagesintheTextileIn-
dustries,ParliamentaryPapers(ユ889),

LXX,843,C-5807,xiv.

を 拡大 した.1880年 代 初 め,毛 織 物生産 価格

はx'400万 以上 に達 し,そ れは総 イギ リス毛

織物 生産 の10%を 占めた.つ ま り18世 紀 には

イギ リス毛織物 工業 の メッカ,ヨ ークシア織

物工 業 を廉 価 ・劣質 で補 完的 役割 を果 してい

たス コッ トラ ソ ド毛織物 工業 が,ツ イー ド織

物 に よって立場 を逆転 し,イ ソ グラン ド毛 織

物工 業 を高価 ・高級質 で補完的 役 割を果 す よ

うに移行 した ので あ る.

VI結 び

先ずスコットランド毛織物工業は,ス コッ

トラソ ド繊維工業の中でも最 も成功 した企業

であ り,そ れは 「ツh一 ド」織が今 日でも高級

毛織物 の代名詞 となっていることか らも分 り

える.亜 麻工業は18世 紀 スコットラン ドの国

民的産業 として奨励されたが,木 綿工業に凌

駕されて衰退し,地 域特化 として0部 に残存

したにす ぎなか った.ま た木綿工業は,イ ソ

グラン ドのそれの補完的役割 として廉価 ・劣

質の木綿製造で ユ9世紀中葉には著 しい興隆

を示 したが,イ ギ リス世界資本主義の木綿製

品市場での覇権 も後進諸国の工業化に よって

失なわれるにつれて,低 滞 ・衰退 とな ってゆ

くことを余儀な くされた.

そこでスコッ トラソ ド毛織物工業の成功因

についてまとめてお きたい.特 に国境地域の

毛織物工業者を対照に経営(management),

危険負担(risk-taking),技 術革新(innova-

tion)等 の企業成功の普遍的条件の説明とし
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て,コ ール(A.H.Cole)の 企業者活動の行

動評価を指標 としたい.1)

彼は6つ の指標 を提示 している.

(1)効 率的な施設や設備の獲得 と新 しい状

況に適合 しうる能力

(2)労 働者 との効率的な諸関係の維持

(3)充 分な金融資源の獲得 と保持

(4)原 材料の充分な,か つ着実な供給源の

獲得

(5)生 産物に対す る諸市場(国 内 と海外)

の拡大 と消費者需要に見合 うか,ま た見

越す新生産物の考案

(6)公 共 当局(publicauthority)や 社会

との良好の関係の保持

(1)についていえぼ,毛 織物工業に必要な豊

富な水力 と原材料(木 材)を 獲得 し うる地理

上の利点に位置し,さ らに前述のように機具

の共同使用 に よる効率的な運用 を計 って い

た.ま たユ830年代のツイー ド織を誕生させ る

ため,い ち早 く羊飼い用 の白黒格子縞模様 と

ターソ織の結合をなしとげ,流 行に対応す る

かたちで生産 ・販売量を拡大 した.例 えば,

1890年 頃,ガ ラシ ィエル ズの販売量の75%は,

アメリカに向け られていた.2)ついでア メリカ

が高率保護貿易関税が施行 され ると,ヨ ーロ

1)A.H.Cole,`TheStudyofEntrepreneur-

ship;ATributetoEdwinF.Gay'inH.

Aitkened.,ExplorationsinEnterprise,

H.U.P.1965,P.35;A.H.コ ー ル 著,中 川 敬

一 郎 訳 『経 営 と 社 会 企 業 者 史 学 序 説 』

(ダ イ ヤ モ ン ド社,ユ973年),ま た コ ー ル の 手 法

を い た 拙 稿 「ス コ ッ ト ラ ソ ド重 工 業 に み る 企 業

者 活 動,1870～1900」(『 ヒ ス ト リ ア 』 大 阪 歴 史

学 会,ユ969年 所 収)を 参 照 さ れ た い.

2)GlasgowHerald,6,0ct.1913.ま た ア メ

リ カ で の 販 売 は 価 格 ・品 質 の 維 持 を 目 的 に,「 ス

コ ッ ト ラ ソ ド組 合 」(ScotchSyndicate)と 呼 ぼ

れ る 特 権 商 人 組 織 を 通 じ て 行 な い,独 占 的 な 利

益 を 享 受 し て い た.TextileMercury,Apr.

7.891,p.325.

Vol.$No.1

ッパ向けに織柄を転換 し,輸 出した.ま た2ぴ

世紀に入ると,イ ギ リス同様 の消費パターソ

をもつ カナダ市場への輸出を奨励 した.3)この

ように市場生産に先見の明をもって対処 して

いた とい}よ う.

(2)については,一 方ではスコットランドの

封建的遺制を除去 しつつ近代的 な労働市場を

創出しつつ も,他 方では共同体社会ルールを

用いて効率的な労働者の使用を計 った.ま た

国境地域に散在 していた人 口を,ガ ラシィエ

ルズやハウ ィックに誘 引して労働力市場を創

出した ことも成功因であった.4)また婦女子労

働の雇用 も追加 され よう.5)それゆえスコット

ラソ ド労働者の賃金は,高 級織物生産にもか

かわ らず比較的低 く維持できた ことが表8か

らも分 りうる.

③については,木 綿工業の大規模な投資 と

は異な り,先 ず小資本か らの出発,勤 勉に よ

る成功が毛織物工業に顕著であった ことであ

る。ガラシ ィエルズのバランタイン社 も,ハ

ウィヅクの ワトソソ社 も,本 人や近親者か ら

の固定資本の供給 と利潤の再投資に よる内部

金融,も しくは同業者用の相互金融を介 して,

3)TheScottishWollenTrade&Fo所9⑫

Tariffs,Hawick,1903,pp.10一 ユ2.

4)例 え ば,毛 織物工 業地域 の 人 口急 増 は著 し

く,1811年 か ら1881年 の問,戸 クスバ ラシアは

37,230人 か ら53,442人 に,セ ル カー クシ アは
...人 か ら25

,564人 に 上昇 した,ま た都 市 で

は ガ ラシィエルズは986人 か ら15,330人 に,1・

ウ ィックは3,688人 か ら16,184人 に と増加 した.

そ の大 半が周辺地 域か らの流 入で あった とされ

てい る.CensusReturns,Scotland.

5)力 織 機 の導入 に よって,手 織工 男子 の半 分 の

賃金で婦女 子を雇用 で きえた.表7に 詳 しい.

注 目を要す るのは,そ のよ うな紡績 ・織布工 場

の多 くが,ス コ ッ トラソ ド内部 では な く,イ ソ

グラソ ド北部 の繊維 業者の イ ニシアティブで設

立 された ことで ある.つ ま リイ ソグラソ ド資本

のス コッ トラソ ドの国境 地域労働 者の 乞摂過 程

であった.
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資 産 の増 大 に成 功 した.例}ぽ バ ラ ソタイ ソ

社 の資産 は,1849年 と1854～55年 の間に倍増

した.6)毛 織物工 業 は,資 本 の有 機的構成 の大

きな木綿 工業 とは異な り,限 定 した企業 規模

内 で,限 定 した商 品市 場 内で成功 しえた とい

え よ う.

(4)につ い ては,ツ イー ド織 の成 功が,ス コ

ッ トラソ ド国産 の黒面 羊 ・チ ェビオ ッ ト羊 に

よ る原毛 供給 に依存 していた ことが挙 げ られ

る.し か し19世 紀後半 に は,廉 価で 良質 の植

民 地毛(オ ース トラ リア ・ニ ュージ ラン ド)産

原 毛 が大 量 に輸 入 され るに至 った.7)し か し,

この点 で も ガラシ ィエ ル ズのサ ソダー ソン ・

マ レイ(Sanderson&Murray)社 は,先 手

を打 って羊毛 輸入 商 として成功 し,1860年 代

中 頃 には,そ の 類 で世 界最 大 の 会社 とな っ

た.8)そ して 国境地域 の毛織 物業 者は サ ソダ ー

ソソ ・マ レイ社 を通 じて,上 級 の原毛 を用 い

る ことが で きた ので ある.9)

6)C.Gulvin,op.cit.,p.7.28.

7)1843年 に は,植 民 地 産 の 原 毛 価 格 が ス コ ッ トラ

ソ ド国 産 毛 価 格 を 下 廻 っ て い た.RobertBoyd,

`OntheWoollenManufacturesobtained

fromtheWoolofourMountainSheep,'

TransactionsoftheHighlandandAgri-

culturalSociety,1843-5,pp.134-5.

S)1844年 マ ン イ(Murray)は,地 方 製 造 業 者 か

ら 廃 毛(wastewool)を 購 入 し ヨ ー ク シ ア へ 売

却 す る こ と か ら 事 業 を 始 め,1850年 ロ ン ド ン 市

場 へ 進 出 し,つ い で ド イ ツ の ハ ソ ブ ル グ に も 事

業 所 を 開 い て ハ ソ ガ リ ー,ポ ー ラ ソ ド,ボ ヘ ミ ア

の 羊 毛 を 購 入 す る に 至 っ た.一 方 サ ソ ダ ー ソ ン

は,y一 ジ ラ ソ ド,オ ー ス ト ラ リ ア に 代 理 店

を 開 い た.そ し て 両 老 は 合 併 し て 最 大 の 羊 毛 取

扱 業 者 と な っ た.C.Gulvin,op・CZt・,P・U5・

9)1840年 代 の 中 頃,ガ ラ シ ィ エ ル ズ で 消 費 さ れ

る 羊 毛 の95%は 国 産 で あ っ た.NewStatistical

AccountofScotland,iii,Selkirk,p.21.し

か し1850年 代 の 初 期 に は,「 そ こ で 消 費 さ れ る 羊

毛 の95%は 輸 入 さ れ る 」 に 至 っ た.J・H・

Dawson,AbridgedStatisticalSurveyof

Scotland,1853,p.988

$9

(5)については,正 に ツイー ド織 の誕生がイ

ソグラソ ドのヨークシア毛織物工業の副次的

補完的役割にす ぎなかったス コッ トラン ド毛

織物工業を蘇生させたように,それを新生産物

の考案 として定義できよう.ま た技術導入に

は積極的で,生 産量の増大 とコス トの低減化

に努力 した.最 も顕著な技術革新は,1830年 代

に水車大工 メル 巨一ズ(JohnMelrose)に よ

って発明され,60年 代に圧縮機(condenser)

の普及に よって完成 された繕合機械(piecing

machine)で ある.こ の発明と実用化の背景

には,ア メリカ移民か らの工作機械の情報提

供 と幾多の失敗があった.そ の後ア メリカ ・

カナダ ・ヨーロッパ市場に数多 くの新柄(送

先 向きの織物)を,輸 出した.

(6)についていえば,ス コッ トラン ドの国民

服 でもあるタータソと格子縞の柄様織物であ

り,地 方諸当局 もその着用を奨励 した ことか

ら,地 方当局 と織物業者の関係性は良好であ

ったとい}よ う.ま たスコッ トラソ ド社会の

方 も,地 域模様柄を社会組織の効率的運営に

利用 していった といえる.

以上 のように,A.H.コ ールの指標を用い

てスコヅ トラソ ド毛織物工業 の成功諸要素を

評価 してみた.次 に敢えて消極的評価を加}

てみたい.

スコッ トラソ ド毛織物工業は,19世 紀後半

には,ヨ ークシア織物業者の大規模工場生産

に対抗す ることはできず,最 大 の需要 ともい

える政府注文の大半を失な うことになってゆ

く.つ ま りイギ リス毛織物工業の高級織物 と

して市場を拡大 したが,量 では全 く相対的に

減少 しゆ くことを余儀 なくされたか らである.

また,資 金供給 の面でも家族企業に とどま

り,銀 行業 も長期的な資本供与の役割を果 さ
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なかった ことから,10)企 業規模の拡大に も消

極的であ った.毛 織物企業主 も,次 第に彼 ら

の利潤を投資に向け,特 に1880年 以降は高利

潤を生む他企業株式 の購入やオース トラ リア

鉱山のような植民地投機に進出した.11)

結論をいえぽ,ス コッ トランド毛織物工業

は,18世 紀のイギ リス織物工業の廉価部門を

分業 とす る封鎖的な地域内市場の段階か ら,

産業革命期にはイソグラン ド北部毛織物工業

者の企業者活動に対応 して発展 し,国 境地域

に新 しい毛織物工業地帯を形成 した.そ して

スコットラソドの産業革命の過程で,亜 麻工

業が衰退 したのに対 し,毛 織物工業は木綿工

業 とともに著 しい発展を示 し,の ちには木綿

工業をも凌駕 して残存す るに至る.元 来,ス

Vol.8No.1

10)銀 行 は ス コ ッ ト ラ ソ ド毛 織 物 業 者 に 流 動 資 本

供 給 と し て6ヵ 月 の 信 用 貸 が 習 慣 で あ っ た.満

期 に な る と4ヵ 月 手 形 が 受 け と ら れ,2.5%の

割 引 が な さ れ た.TheFinancial&Commer-

cialSupplement,2ユ,May1906.

11)InvestmentJournal(1902-5)andPrivate

InvestmentLedgers,`Letterstoユ880s,,John-

stopArchives;C.Gulvin,op.cit.,p.129.

コッ トラン ドの製品は,木 綿 も鉄製品もイギ

リス資本主義の廉価 ・劣等分野にあったが,12)

毛織物工業に関 しては ツイー ド織に よって高

価 ・高級分野を補完的に荷ないつつ成功する

こ とに な っ た.

そ して イギ リス世 界資本 市場 にお いて,ツ

イー ド織 は他 の ス コ ッ トラソ ド国民産物 のウ

ィス キ ー と共 に名声 を博す に至 った.勿 論 こ

の偉業 は,世 界中に雄 飛 して いった ス コ ッ ト

ラ ン ド人 移民 の活躍 に よって も裏 づけ られて

いた のであ る.13)

12)木 綿 工業の劣等質 につい ては,技 術 面 でも常)'Y

ラソ カシア機械製 木綿工業 の追従 にあ ったた め

で あ る.R.H.Cambell,Scotlandsince1707,

TheRiseofanrndnstrialSociety,Oxford,

1950,p.111.

鉄 製 品につ いては,拙 稿 「19世 紀 ス コッ トラ

ソ ド銑鉄企 業 の一研 究」(『大 阪大学経済学』20

巻2号 所 収),「19世 紀 スコ ヅ トラソ ドの鉄工 業

グ ラス ゴウ の 銑鉄輸 出市場 を 中 心 に し て

」(『創 価経済論 集』2巻 ユ号所収)を 参照

された い.

13)ス コ ヅ トラン ド人移 民につ いては,拙 評 「海

を渡 った ス コ ッ トラ ソ ド人」(G。Donaldson,

TheScotsoverseas,RobertHall,1966.『 創

価経 済論集』2巻2号 所収)を 参 照 され たい.

※本稿は,文 部省科学研究費昭和52年 度一般研究(D)の 一部であることを付記しておきたい。

(昭和53年3月20日 受付 創価大学助教授)


